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学校経営におけるユニバーサルデザ、インの効果

一小・中学校の校長を対象としたインタビュー調査一

The effect of the universal design in school management 

-Interview survey for Principal of elementary and junior high school -

山元薫l

Kaoru YAMAMOTO 

(平成 30年 11月 16日受理)

障害者の権利に関する条約の批准を受け、日本でもインクルーシブ♂教育の実現に向けて、イ

ンクルーシブ教育システム構築を目指し特別支援教育の充実が求められている。そして、通常

の学級に発達障害等の可能性のある特別な教育的支援の必要な児童生徒が小・中学校では 6.5%

が在籍していることが明らかになり (2014、文部科学省)、学級経営や授業づくりの改善の必要

性が高まっている。また、学習指導要領 (2017、文部科学省)では、通常の学級に在籍する特

別な教育的支援の必要な児童生徒の実態を把握するとともに、授業における手立てを明確にし、

その手立ての有効性を検証しながら授業実践することが明記された。このように特別支援教育

の動向が急速に展開する中、ユニバーサノレデ、ザインの考え方を学校経営に位置づけて、授業や

学級経営の改善、教員の専門性の向上に成果を得てきている学校が報告されている。

そこで、本研究では、既にユニバーサルデ「ザインを学校経営に活用している各学校の校長に

ユニバーサルデザインの意義や効果、今後の展望等についてインタビ、ューすることにより、ユ

ニバーサルデ「ザインの実践の成果と今後の活用の在り方について検討した。結果、ユニバーサ

ルデザインを活用することは、小 ・中学校ともに、教員を対象としては「障害のある児童生徒

の理解J["授業への意識改革J["授業改善J["職員集団としての一体感の醸成」に、児童生徒を対

象としては「授業参加度J["授業満足度J["学級満足度J["規範意識の萌芽」に効果が認められた。

今後の教育においては、小中一貫の柱として、持続可能な教育の実現を支える考え方としてユ

ニバーサルデザインの有効であることが示された。

1 問題の所在と目的

(1)インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の充実

平成 24年 7月に中央教育委審議会報告「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シス

テム構築のための特別支援教育の推進」では、障害者の権利に関する条約第24条の「インクル

ーシブ教育システムJ(inclusive educarion system)の提供の必要性が示され、日本型インクルー

シブ教育システムの方向性が明らかになった。基本的な方向性として、障害のある子どもと障
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